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国大協TOPICS

会長に里見東北大学長を選定
　　
　平成26年11月7日（金）、国立大学協会総会を開催し、会
長に里見東北大学長を選定しました。任期は松本前会長
の残任期間の平成27年6月までとなっています。

　　　　会　長：里見 進（東北大学長）
副会長：濵口道成（名古屋大学長）
副会長：羽入佐和子（お茶の水女子大学長）
副会長：永田恭介（筑波大学長）
副会長：片峰 茂（長崎大学長）
顧　問：濱田純一（東京大学長）

下村文部科学大臣に予算・税制改正を要望
　　
　11月14日（金）、里見会長、羽入副会長、永田副会長らは
下村文部科学大臣を訪問し、新会長などが就任の挨拶を
行うとともに、国立大学改革と機能強化を推進するための
予算措置、税制改正を要請する決議を提出しました。

（詳細は、http://www.janu.jp/news/whatsnew/
　　　　　　　20141114-wnew-houmon.html）

【特集】国立大学改革の新局面：
グローバル化
Episode 1
グローバル人材育成
鳥取大学
Episode 2
グローバルネットワーク
名古屋大学

Opinion
宇宙飛行士・内閣府宇宙政策委員会委員

山崎直子

発見！国立大学
Study & Products
室蘭工業大学
岩手大学
東京藝術大学
埼玉大学
愛知教育大学
奈良先端科学技術大学院大学
鳴門教育大学
福岡教育大学

今、学生は！
帯広畜産大学／岩澤裕介さん
千葉大学／北村有希子さん
京都大学／松尾 遼さん
宮崎大学／佐田 誠さん、神之田秀悟さん、
　　　　　工藤涼太さん、宮田清也さん、
　　　　　吉村遼太さん

国
立
大
学

13

国大協の動き（平成26年9月～11月）

上記の内容については国大協ホームページ
（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

　「グローバル化」は、日本の大学に課せられている新たな試練とも言えます。消
極的にとらえれば、18歳人口が激減傾向をたどる中で、大学入学者を確保するた
めには、より多くの留学生を迎えなければならないということでしょう。しかし、
積極的にとらえれば、長年、わが国の大学が蓄積してきた知や育成してきた人材を、
発展途上国をはじめとする諸外国に活用してもらう機会を広げ、世界の最先端の
大学と伍して、より磨きをかける好機です。
　振り返れば、明治維新では西欧文明を積極的に学ぶためにお雇い外国人と呼ば
れた外国人教師を招致しました。太平洋戦争敗戦後は、米欧へ留学生を盛んに送
りだし、再びキャッチアップを目指しました。これらと対比すれば、現在のグロー
バル化では、相互主義・互恵主義に立った双方向の交流が強調されていることが
特徴だと思います。いや、むしろそうありたいと言うべきかも知れません。
　世界の諸国に対して、国立大学が何を提供しうるのか、国立大学は世界から何
を学ぶべきなのか。この機会に改めて考え、教員、学生、職員など、多様なレベ
ルでの積極的なグローバル化を図っていくことが求められているように思います。
　今号では、こうした中で国立大学が積極的に取り組んでいる「グローバル化」の
取組をご紹介します。

大学マネジメントセミナー
【ブランド戦略の構築と実践】
　　　
留学生など受入れに係る
安全保障上の入口管理などに関する要望書を提出
　　　
大学マネジメントセミナー
【大学のグローバル化―戦略と方策―】
　　　
第４回理事会
　　　
大学改革シンポジウム「大学の入試改革について」
　　　
第２回通常総会
　　　
平成27年度国立大学関係予算及び
税制改正に関する決議を提出
　　　
臨時理事会
　　　
大学マネジメントセミナー【大学院教育と研究】

国
立
大
学
改
革
の
新
局
面

グローバル化

イノベーションの創出Ⅰ

イノベーションの創出Ⅱ

ガバナンス改革

特集

大
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の
知
と
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が
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大西 隆（豊橋技術科学大学長）

平成26年
　　9月12日

　　9月22日

　　10月6日

　　10月16日

　　10月20日

　　11月7日

　　11月14日

　　11月20日

　　11月25日

外国人留学生数の推移[大学院生] 国
立
大
学
で
は
、外
国
人
教
員
・
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
・
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。日

本
学
生
支
援
機
構
の「
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
結

果
」（
各
年
版
）に
よ
れ
ば
、法
人
化
以
降
、国
立
大
学
の
大

学
院
生
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

（出所）日本学生支援機構 『外国人留学生在籍状況調査結果』（各年版）に基づいて作成
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地
方
の
国
立
大
学
で
も
各
大
学
の
強
み
を
活
か
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
鳥
取
大
学
も
そ
の
１
つ
だ
。

　

不
毛
の
砂
丘
地
を
豊
か
な
農
地
に
変
え
た
研
究
で
有
名
な

鳥
取
大
学
。
乾
燥
地
農
業
、
砂
漠
化
防
止
の
研
究
は
、
世
界

で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
で
培
わ
れ
た
実
績

を
活
か
し
教
育
に
展
開
さ
せ
た
の
が
、
鳥
取
大
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
事
業
で
あ
る
。

　
「
メ
キ
シ
コ
で
の
研
究
に
学
生
を
参
加
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

見
違
え
る
よ
う
に
成
長
し
ま
し
た
。
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ

る
と
、
人
は
知
恵
を
絞
り
、
自
ら
の
能
力
を
発
揮
し
ま
す
。

そ
し
て
、『
世
界
の
ど
こ
で
も
、
や
れ
る
ぞ
』
と
い
っ
た
自

信
を
つ
け
て
日
本
に
帰
っ
て
き
ま
す
」と
、鳥
取
大
学
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
推
進
室
長
の
山
本
定
博
教
授
は
言
う
。

　

一
方
、
今
後
の
世
界
を
睨
ん
で
展
開
し
て
い
る
の
も
、
こ

の
事
業
の
特
徴
だ
。
世
界
経
済
の
中
心
が
ア
ジ
ア
に
ま
で
広

が
り
、
開
発
途
上
国
が
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

２
０
５
０
年
問
題
と
呼
ば
れ
る
地
球
規
模
で
生
じ
る
食
糧
不

足
や
感
染
症
な
ど
の
深
刻
な
問
題
も
あ
る
。

　
「
今
後
は
、
先
進
国
だ
け
で
な
く
開
発
途
上
国
で
も
活
躍

で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
境
を
越
え
て
広

が
る
様
々
な
問
題
に
果
敢
に
対
処
で
き
る
人
材
を
一
人
で
も

多
く
育
て
た
い
」、
山
本
教
授
の
目
は
鳥
取
を
越
え
、
世
界

の
未
来
を
向
い
て
い
る
。

山本定博室長／教授
（鳥取大学グローバル人材育
成推進室・同大学農学部生物
資源環境学科）
鳥取大学農学部卒業、同大
学院農学研究科修了。研究
分野は環境土壌学。世界各
地の乾燥地域の土壌を研究
し、食料生産・環境保全に
関わる土壌の重要な機能の
維持・向上に力を注ぐ。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を

鳥
取
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
か
ら
生
み
出
す

メキシコで作物生育調査をする学生たち。自然環境
の厳しさと水の重要性に改めて気づかされるという。

EP
ISO

D
E 1

開
発
途
上
国
で
も
活
躍
で
き
る

タ
フ
で
実
践
力
の
あ
る
学
生
を
育
て
る
。

世
界
の
乾
燥
地
を
教
育
の
舞
台
に
し
て
学
生
を
鍛
え
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業

鳥
取
大
学

グローバル
 人材育成
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3

「メキシコ海外実践教育プログラム」のフィールドワーク。メキシコ・カリフォルニア半島で3 ヶ月自然環境、社会、経済、文化などを学ぶ。



Episode 1 開発途上国でも活躍できる　タフで実践力のある学生を育てる── 鳥取大学

　

鳥
取
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
は
、開
発
途
上
国
・
新

興
国
で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
核
に
、異
文
化
理
解
、語
学
力

向
上
な
ど
の
全
学
生
を
対
象
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
基
礎
教
育

と
、選
抜
学
生
を
対
象
に
、よ
り
高
度
な
国
際
通
用
性
習
得
を

目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
強
化
コ
ー
ス（
２
０
１
６
年
度
開
設
予
定
）

で
行
わ
れ
る
。こ
れ
ら
の
教
育
を
通
し
て
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、

異
文
化
理
解
、語
学
力
な
ど
を
身
に
付
け
さ
せ
、開
発
途
上
国

で
も
活
躍
で
き
る
タ
フ
で
実
践
力
の
あ
る
学
生
を
育
て
る
。

　
「
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
異
文
化
に
触
れ
、
英
語
や
現

地
の
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
そ
こ
か
ら
自

然
と
、
国
境
を
意
識
せ
ず
世
界
の
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る

人
材
が
育
つ
。
そ
れ
が
、
我
々
の
考
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
な
ん
で
す
」
と
、
山
本
教
授
は
言
う
。

　

ま
た
、
学
生
た
ち
が
海
外
で
健
康
で
安
全
に
過
ご
す
た
め

の
海
外
安
全
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
で
特
に
重
要
な
の
は
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
実
践
教

育
。
そ
の
１
つ
が「
メ
キ
シ
コ
海
外
実
践
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

だ
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
乾
燥
地
に
あ
る
メ
キ
シ
コ
の
ラ

パ
ス
市
に
最
大
20
名
の
学
生
が
約
３
ヶ
月
間
滞
在
し
、
南
バ

ハ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
自
治
大
学
や
メ
キ
シ
コ
北
西
部
生
物
学

研
究
セ
ン
タ
ー
で
英
語
の
講
義
や
調
査
実
習
に
参
加
す
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
現
地
学
生
と
の
共
学
を
重
視
し
、
現

地
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

参
加
し
た
学
生
は
、
何
を
感
じ
、
何
を
学
ん
だ
か
。
大
学

院
農
学
研
究
科
２
年
の
佐
井
敏
さ
ん
は
、「
刺
す
よ
う
な
日

差
し
、
貴
重
な
水
、
現
地
の
人
の
生
活
。
異
な
る
文
化
に
触

れ
、
新
た
な
価
値
観
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地
は

ス
ペ
イ
ン
語
で
授
業
は
英
語
。
３
ヶ
月
間
や
り
通
し
て
、
メ

キ
シ
コ
に
行
く
ま
で
の
不
安
が
自
信
に
変
わ
り
ま
し
た
。
前

よ
り
世
界
が
小
さ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま

す
」
と
言
う
。
佐
井
さ
ん
は
、
鳥
取
大
学
で
学
ん
だ
経
験
か

ら
、
世
界
の
食
糧
生
産
を
支
え
る
た
め
種
苗
業
界
に
入
る
こ

と
を
決
め
た
。

　

地
域
学
部
２
年
の
原
田
祥
子
さ
ん
は
、
英
語
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
す
る
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ラ
ヤ
大
学
で
の
英
語
研
修
に
参
加
し
た
。

　
「
寮
生
活
の
同
室
が
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
バ
デ
ィ
ー
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
一
日
中
英
語
で
生
活
す
る
中
で
会
話
能
力
が

自
然
に
向
上
し
ま
し
た
。
宗
教
や
、
食
生
活
な
ど
マ
レ
ー
シ

ア
人
の
生
活
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
今
は

鳥
取
大
学
の
外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
会
を
企
画
す
る
な
ど

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

事
業
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
本
名
俊
正
学
長
顧

問
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
日
本
人
の
学
生
は
、内
向
き
で
、お
と
な
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、チ
ャ
ン
ス
を
与
え
れ
ば
、逞
し
い
人
間
に
変
わ

り
始
め
ま
す
。学
生
は
も
と
も
と
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

我
々
は
挑
戦
す
る
た
め
の
一
歩
を
後
押
し
す
る
だ
け
で
す
」

　

こ
の
事
業
の
受
講
生
た
ち
は
、
更
に
海
外
で
の
実
践
的
な

経
験
を
積
み
、
世
界
を
股
に
か
け
て
仕
事
を
す
る
コ
ン
サ
ル

系
の
会
社
や
J
I
C
A
な
ど
の
国
際
協
力
機
関
に
就
職
し

て
い
る
と
い
う
。「
鳥
取
大
学
の
学
生
は
、
厳
し
い
現
場
で

も
適
応
能
力
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
の
方
か

ら
、
あ
な
た
に
来
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
る
学
生
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
本
名
学
長
顧
問
は
言
う
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
取
組
は
年
を
追
う
ご
と
に
拡
大

し
て
い
る
。

　
「
若
手
教
員
を
中
心
に
英
語
に
よ
る
授
業
を
見
越
し
た
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
学
生
だ
け
で
な
く
教
職
員
ま

で
確
実
に
良
い
影
響
を
与
え
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
か

ら
大
学
全
体
を
大
き
く
変
え
て
行
き
た
い
」

　

鳥
取
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く

だ
ろ
う
。

世
界
で
活
躍
す
る
た
め
の
能
力
を

総
合
的
に
高
め
る

海
外
で
の
実
践
教
育
が

不
安
を
自
信
に
変
え
る

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

大
学
を
発
展
さ
せ
て
い
く

佐井敏さん（大学院農学研究
科国際乾燥地科学専攻２年）
農学部２年でメキシコ1カ
月、3年で米国・メキシコ４
カ月の研修に参加。卒業論
文、修士論文の研究を、中
国をフィールドに展開。将
来は開発途上国の食の問題
に取り組みたいという。

本名俊正学長顧問／鳥取
大学名誉教授
東京教育大学農学部卒業、
同大学院農学研究科修了。
研究分野は土壌学。農学部
長、理事・副学長などを歴
任。土壌には無限のロマン
と可能性があるという。

原田祥子さん（地域学部地
域政策学科２年）
今後は留学生との交流会を
企画したり、慣れない留学
生が日本で学ぶ手伝いがし
たいという。

4
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に
向
け
る
眼
差
し
が
先
駆
的
だ
っ
た
の
か
。
欧
米
以
外
の
法

に
詳
し
い
教
員
が
お
り
、
加
え
て
大
学
設
立
以
来
の
“
自
由

闊
達
”
な
学
風
が
、
法
学
部
に
も
流
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

１
９
９
９
年
に
は
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
博
士

前
期
課
程
に
英
語
に
よ
る
法
学
教
育
コ
ー
ス
を
開
設
し
た
。

こ
う
し
た
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
２
０
０
２
年
、「
法

政
国
際
教
育
協
力
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
発
足
し
た
。

　
「
日
本
の
法
学
、
政
治
学
は
西
欧
社
会
を
モ
デ
ル
に
し
た
、

輸
入
学
問
と
い
う
面
が
非
常
に
強
か
っ
た
ん
で
す
。
現
在
で

も
そ
の
傾
向
は
主
流
と
し
て
あ
る
の
で
す
が
、
ア
ジ
ア
の
大

き
な
動
き
の
中
で
、
ア
ジ
ア
社
会
を
き
ち
ん
と
見
て
こ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
省
が
設
立
当
時
あ
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
」

　

２
０
１
４
年
４
月
に
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
小
畑
郁
教

EP
ISO

D
E 2

日
本
語
に
よ
る
日
本
法
教
育
が

な
ぜ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
繋
が
る
の
か
？

法
整
備
支
援
で
ア
ジ
ア
の
拠
点
作
り
を
図
る

法
政
国
際
教
育
協
力
研
究
セ
ン
タ
ー
「
C
A
L
E
」

名
古
屋
大
学

な
ぜ
名
古
屋
大
学
は
、
い
ち
早
く
ア
ジ
ア
の

法
整
備
支
援
に
乗
り
出
し
た
の
か
？

“
自
由
闊
達
”な
学
風
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た

 グローバル 
ネットワーク

　

ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
壊
さ
れ
、
ソ
連
が
崩
壊
し
て
、
世
界
が

大
き
く
動
き
出
し
た
１
９
９
０
年
代
。
市
場
主
義
経
済
体
制

に
移
行
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
民
主
主
義
的
な
法
制
度
を
必

要
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
名
古
屋
大
学
は
、
日
本
政
府
、
国

際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
と
連
携
し
、「
法
制
度
整
備
支

援
事
業
」
に
取
り
組
み
始
め
る
。

　

１
９
９
０
年
、
法
学
部
設
立
40
周
年
記
念
で
寄
せ
ら
れ
た

基
金
を
も
と
に
、
ア
ジ
ア
の
法
・
政
治
に
関
す
る
教
育
研
究

を
い
ち
早
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
な
ぜ
、
そ
れ
ほ
ど
ア
ジ
ア

小畑 郁センター長／教授
（名古屋大学法政国際教育協力
研究センター・同大学大学院法
学研究科）
京都大学法学部卒業、同大学
院法学研究科博士後期課程研
究指導認定退学。1997年名古
屋大学法学部助教授、2002年
大学院法学研究科教授に就任。
2014年より現職。専門は国際
法。

モンゴルでの授業風景。（日本法教育研究センター）

　　　　　　　2014年の夏季セミナーに参加したベトナムの学生たち。名古屋大学豊田講堂前で民族衣装のアオザイを纏っての記念撮影。

特  
集

国
立
大
学
改
革
の
新
局
面

─

  

グ
ロ
ー
バ
ル
化
　   

大
学
の
知
と
人
材
が
世
界
を
繋
ぐ
。
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授
は
当
時
の
様
子
を
そ
う
語
る
。
C
A
L
E
（Center for 

A
sian Legal Exchange

）
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
組
織
は
、

法
学
部
・
法
学
研
究
科
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
名

古
屋
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
展
開
の
原
動
力
と
な
っ
て
い

る
。

　
「
C
A
L
E
の
活
動
は
、
①
ア
ジ
ア
法
研
究
、
②
法
整
備

支
援
、
③
人
材
育
成
と
い
う
３
つ
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
国
々
に
と
っ
て
、
法
整
備
は
非
常
に
重
要
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

我
々
法
学
に
関
わ
る
者
の
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か

と
考
え
た
わ
け
で
す
」

　

C
A
L
E
の
独
自
の
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
皮
切
り
に
各
国
に
設
立
さ
せ
た「
日

本
法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。
特
色
は
日
本
語
に
よ

る
日
本
法
教
育
。
現
地
の
大
学
の
法
学
部
学
生
を
選
抜
し
、

正
規
の
授
業
を
受
け
な
が
ら
、
ま
ず
は
日
本
語
を
学
ん
で
も

ら
い
、
そ
れ
か
ら
日
本
法
を
教
え
て
い
る
。
優
秀
な
学
生
は

日
本
で
開
催
す
る
２
週
間
の
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に
招
聘
し
、
法

学
講
義
の
受
講
や
見
学
旅
行
、
日
本
人
学
生
と
の
交
流
等
を

通
し
て
、
日
本
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
、
学
習
意
欲
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
モ

ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
学
ぶ
法
学
部
３
年
の

学
生
23
名
を
招
い
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
輸
入
学
問
で
あ
る
日
本
の
法
学
を
ア
ジ

ア
諸
国
の
学
生
が
日
本
語
で
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
日
本
法
を
通
じ
て
、
近
代
的
な
法
制
度
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
か
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日

本
は
今
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
じ
こ
と
を
経
験
し
て
お
り
、
日

本
法
が
ど
う
い
う
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
問
題
を
解
決
し
て
き

た
の
か
を
学
ん
で
、
自
分
た
ち
の
法
整
備
に
役
立
て
て
ほ
し

い
ん
で
す
」

　

さ
ら
に
小
畑
セ
ン
タ
ー
長
は
続
け
る
。

　
「
日
本
法
は
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
語
で

教
え
た
方
が
当
然
効
率
的
な
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
以
前
に
、

日
本
語
で
書
か
れ
た
も
の
は
日
本
語
や
日
本
の
考
え
方
が
理

解
で
き
な
い
と
、
本
当
の
意
味
で
の
理
解
に
繋
が
ら
な
い
ん

で
す
」

　

名
古
屋
大
学
に
留
学
し
て
い
る
学
生
は
ど
う
思
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
タ
シ
ケ
ン
ト
国
立
法
科
大

学
の
日
本
法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
学
び
、
法
学
研
究
科
に

留
学
中
の
イ
ブ
ラ
ヒ
モ
フ
・
ブ
ニ
ヨ
ド
ベ
ッ
ク
さ
ん
は
、「
経

済
成
長
の
理
由
を
知
り
た
く
て
日
本
に
関
心
を
抱
き
ま
し
た
。

日
本
は
他
国
の
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
ら
面
白
い
。
日

本
の
経
験
を
学
ぶ
こ
と
で
母
国
の
40
年
後
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
を
基
に
制
度
改
革
を
進
め
ま
す
」
と
流
暢
な
日
本
語
で

語
っ
て
く
れ
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
法
学
部
の
日
本
法
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
を
経
て
留
学
し
、
２
０
１
４
年
秋
に
博
士
前
期
課
程
を

修
了
し
た
バ
ト
ジ
ャ
ル
ガ
ル
・
ア
リ
ウ
ン
ザ
ヤ
さ
ん
も
、「
モ

ン
ゴ
ル
は
民
主
化
さ
れ
て
か
ら
20
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
の

で
、
法
律
も
新
し
い
ん
で
す
。
日
本
法
を
学
ば
な
け
れ
ば
、

自
分
の
国
の
法
律
の
解
釈
が
で
き
な
か
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
と

日
本
の
法
律
を
比
較
し
て
勉
強
で
き
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
役

に
立
ち
ま
し
た
」
と
同
意
見
だ
っ
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
王
立
法
経
大
学
の
日
本
法
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
を
経
て
留
学
中
の
リ
ム
・
リ
ー
ホ
ン
さ
ん
は
、「
ポ
ル

ポ
ト
政
権
下
で
多
く
の
知
識
人
層
が
虐
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
将
来
、
大
学
の
教
師
に
な
っ
て
人
材
育
成
に
貢
献
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
日
本
法
を
学
ん
で
ク
メ
ー

ル
語
で
本
を
書
い
た
り
、
日
本
の
法
律
の
本
を
ク
メ
ー
ル
語

に
翻
訳
し
た
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
と
の
架
橋
に
な
る
よ

う
な
こ
と
を
し
た
い
ん
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

日
本
法
を
通
じ
て
、近
代
的
な
法
制
度
が

ど
う
い
う
も
の
か
、ど
う
問
題
解
決
し
た
の
か
を

学
ん
で
ほ
し
い

名
古
屋
大
学
の
法
整
備
支
援
が

ア
ジ
ア
の“
知
日
派
”を
育
て
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

イブラヒモフ・ブニヨドベックさん
（法学研究科博士後期課程３年）
国の法整備を手伝いながら、「司
法権の独立」をテーマに研究を続
けたいと考えている。

バトジャルガル・アリウンザヤさん
（法学研究科博士前期課程修了）
習慣の違ういろいろな国の友だ
ちができ、自分自身や国のことが
よくわかるようになったという。

リム・リーホンさん（法学研究科
博士前期課程２年）
法学研究科はアジア研究の環境
が整っているため、カンボジア
人の留学生が20人以上いると
いう。



の
だ
ろ
う
か
。

　
「
我
々
は
日
本
語
に
よ
る
日
本
法
教
育
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、
そ
の
卒
業
生
は
日
本
語
が
話
せ
る
わ
け
で
す
。
し
か

も
日
本
法
を
勉
強
し
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
名
古
屋

大
学
を
中
心
と
す
る
日
本
の
大
学
に
留
学
し
て
、
母
国
に
戻

る
人
た
ち
も
い
る
わ
け
で
す
」

　

ア
ジ
ア
諸
国
に
、
日
本
法
の
概
念
や
日
本
と
日
本
人
の
も

の
の
考
え
方
を
理
解
し
た
外
国
人
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
名
古
屋
大
学
は
「
知
日
派
」
を
着
実
に
育
て

て
き
た
の
だ
。

　
「
司
法
副
大
臣
や
官
僚
の
幹
部
職
員
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
中
枢
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
も
い
て
、
大
き
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
ア
ジ
ア
各
国
で
で
き
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
後
輩

の
面
倒
も
見
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ら
の
循
環
が
形
成
さ
れ
て
く

る
ん
で
す
」
と
小
畑
セ
ン
タ
ー
長
は
語
っ
た
。
学
問
に
せ
よ

ビ
ジ
ネ
ス
に
せ
よ
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
営
み
に
お
い
て
、
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
ど
強
力
な
武
器
は
な
い
だ
ろ
う
。
人
の

能
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
脈
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
地
域
や
国

を
超
え
た
様
々
な
可
能
性
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　

小
畑
セ
ン
タ
ー
長
が
掲
げ
る
次
な
る
課
題
は
、
こ
れ
ま
で

教
育
重
視
だ
っ
た
ア
ジ
ア
７
カ
国
８
カ
所
に
展
開
す
る
日
本

法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
、
文
字
通
り
研
究
を
推
進
す
る
セ

ン
タ
ー
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
だ
。

日本語による日本法教育が、なぜグローバル化に繋がるのか？── 名古屋大学Episode 2

　

現
在
、
日
本
法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
１
０
０
名
以
上

の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
お
り
、
彼
ら
の
よ
う
な
優
秀
な
学
生

を
、
名
古
屋
大
学
を
は
じ
め
、
教
育
研
究
環
境
の
整
っ
た
日

本
の
大
学
院
で
受
け
入
れ
て
い
る
。
日
本
で
の
活
動
を
通
し
、

立
法
・
行
政
に
携
わ
る
実
務
家
や
次
世
代
の
法
律
家
を
育
て

る
研
究
者
が
養
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
「
法
律
を
こ
う
書
き
な

さ
い
、
と
押
し
付
け
る
の

は
即
効
性
が
あ
る
け
れ
ど
、

自
分
の
国
は
こ
う
あ
る
べ

き
だ
と
議
論
で
き
る
、
自

分
の
国
の
法
律
を
作
れ
る
、

そ
う
い
う
法
律
家
が
現
地

で
育
っ
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
が

そ
の
国
の
将
来
の
法
整
備

の
支
援
に
直
接
繋
が
っ
て

い
る
、
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
C
A
L
E
の
小

畑
セ
ン
タ
ー
長
。
ア
ジ
ア

諸
国
に
対
す
る
日
本
の
法

整
備
支
援
は
、
大
学
教
育

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
躍

を
担
っ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
日
本
の
大

学
が
ア
ジ
ア
の
国
々
の
法

整
備
支
援
を
す
る
こ
と
に

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る

　
「
法
整
備
支
援
で
法
律
を
作
っ
た
と
し
て
も
、
現
地
の
既

存
の
法
の
構
造
や
官
僚
制
、
あ
る
い
は
社
会
的
な
規
範
意
識

な
ど
に
合
わ
ず
、
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
。
現
地
の
法
意
識
、

社
会
構
造
、
村
落
や
宗
教
の
定
め
、
決
ま
り
な
ど
も
含
め
て

知
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
日
本
法
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
機
能
を
充
実
さ
せ
て
、
現
地
法
も
研
究

す
る
と
い
う
形
に
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」

　

ア
ジ
ア
の
国
々
の
学
生
に
日
本
法
を
教
育
す
る
こ
と
が
、

自
国
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
根
源
的
な
問
い
に
立
ち
返

る
こ
と
を
気
づ
か
せ
、
各
国
に
拡
大
す
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
ア
ジ
ア
全
体
を
発
展
へ
と
導
く
。

　

ア
ジ
ア
を
い
ち
早
く
見
据
え
、
研
究
と
教
育
の
両
軸
か
ら
、

世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
名
古
屋

大
学
は
、
各
国
の
大
学
・
研
究
機
関
か
ら
高
い
評
価
と
信
頼

を
得
る
と
共
に
、
今
後
世
界
経
済
の
核
と
な
る
と
言
わ
れ
る

ア
ジ
ア
で
“
ハ
ブ
大
学
” 

を
目
指
し
、
様
々
な
取
組
に
挑
戦

し
て
い
る
。

次
の
課
題
は
、
研
究
機
能
の
充
実
。

世
界
が
注
目
す
る
人
材
育
成
で

ア
ジ
ア
の〝
ハ
ブ
大
学
”を
目
指
す

名古屋大学長（後列中央）を囲む、2014年夏季セミナーの参加学生。

カンボジア日本法教育研究センターの修了生。

ベトナム日本法教育研究センター（ハノイ）の修了生。

特  
集

国
立
大
学
改
革
の
新
局
面

─

  

グ
ロ
ー
バ
ル
化
　   

大
学
の
知
と
人
材
が
世
界
を
繋
ぐ
。

7
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地
上
約
4
0
0
㎞
上
空
、
地
球
を
1
周
約
90
分
の
ス

ピ
ー
ド
で
回
る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
立
て

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
宇
宙
飛
行
士
と
し
て
携
わ
っ
た
山
崎

直
子
さ
ん
。
日
本
か
ら
世
界
、
世
界
か
ら
宇
宙
へ
と
羽

ば
た
き
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
崎
さ
ん
に
、

宇
宙
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
を
語
っ
て
い
た
だ
い

た
。

　
「
私
と
宇
宙
と
の
出
会
い
は
小
学
２
年
の
時
、
天
体

望
遠
鏡
で
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
を
見
た
の
が
最
初
で
す
。

当
時
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
が
流
行
っ
た
り
、
ボ
イ

ジ
ャ
ー
か
ら
木
星
や
土
星
の
映
像
が
届
い
た
り
し
て
、

少
し
ず
つ
興
味
を
持
ち
始
め
る
中
、
中
学
３
年
の
時
に

テ
レ
ビ
で
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル『
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
』

の
爆
発
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
ん
で
す
。
そ
の
時
初

め
て
“
こ
れ
は
S
F
で
は
な
い
ん
だ
、
本
当
に
宇
宙

開
発
が
あ
る
ん
だ
”
と
理
解
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら

宇
宙
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
始
め
た

ん
で
す
」

　

当
時
、
ど
う
す
れ
ば
宇
宙
飛
行
士
に
な
れ
る
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
宇
宙
飛
行
士
で
は
な
く
、

宇
宙
船
の
設
計
に
携
わ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
て
い

た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
宇
宙
の
分
野
を
詳
し
く
学
べ
る

宇
宙
へ
の
夢
は

小
さ
な
頃
の
思
い
の
積
み
重
ね

宇
宙
飛
行
士
・
内
閣
府
宇
宙
政
策
委
員
会
委
員

山
崎
直
子

２
０
１
０
年
４
月
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
号
」に
搭
乗
し
、

日
本
人
女
性
と
し
て
２
人
目
の
宇
宙
飛
行
士
と
な
っ
た
山
崎
直
子
さ
ん
。

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
立
て
と
い
う
大
役
を
努
め
上
げ
、

今
は
内
閣
府
の
宇
宙
政
策
委
員
会
委
員
と
し
て
日
本
の
宇
宙
開
発
を
支
援
し
て
い
る
。

日
本
の
高
い
技
術
で
日
本
か
ら
有
人
宇
宙
船
を
打
ち
上
げ
た
い
と
語
る
山
崎
さ
ん
に
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
国
立
大
学
と
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

日
本
か
ら
世
界
、
世
界
か
ら
宇
宙
へ
。

居
心
地
の
良
い
場
所
か
ら
飛
び
出
し
、

自
ら
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

撮影／鈴木理策

Opinion
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東
京
大
学
工
学
部
航
空
学
科
（
現
航
空
宇
宙
学
科
）
に

進
み
、
さ
ら
に
同
大
学
大
学
院
で
航
空
宇
宙
工
学
を
学

ん
だ
。
そ
の
時
、
宇
宙
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
を
学
ぶ
た
め
１

年
間
休
学
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州

立
大
学
に
留
学
し
た
と
い
う
。

　
「
中
学
の
時
、
ア
メ
リ
カ
の
女
の
子
と
文
通
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
い
つ
か
は
海
外
に
行
っ
て
み
た
い
と
い

う
思
い
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
一
歩
踏

み
出
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
に
と
っ
て
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
英
語
は
通
じ
な
い
し
、
自
分
の
世
界
が

い
か
に
狭
い
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
、
最
初
は
凄
く
苦

労
し
ま
し
た
が
、
そ
の
１
年
の
留
学
は
本
当
に
得
難
い

経
験
で
し
た
」

　

大
学
院
で
留
学
す
る
ま
で
海
外
旅
行
の
経
験
が
な

か
っ
た
山
崎
さ
ん
は
、
初
め
て
の
海
外
を
こ
う
振
り

返
っ
た
。

　

山
崎
さ
ん
の
宇
宙
へ
の
道
は
よ
り
具
体
的
に
な
っ
て

い
く
。
ア
メ
リ
カ
留
学
中
、
日
本
で
宇
宙
飛
行
士
の
募

集
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
時
は
不
合
格
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
思
い

を
胸
に
、
大
学
院
修
了
後
、
宇
宙
開
発
事
業
団
（
現
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
：
J
A
X
A
）
に
入
社
。
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
転

機
が
訪
れ
た
の
は
入
社
3
年
目
、
不
定
期
に
行
わ
れ
て

い
た
宇
宙
飛
行
士
の
募
集
が
あ
っ
た
。

　
「
や
っ
と
募
集
が
あ
っ
た
！
と
い
う
感
じ
で
す
。
そ

こ
か
ら
書
類
審
査
、
筆
記
試
験
、
医
学
検
査
、
最
終
面

接
と
１
年
位
か
け
て
選
抜
す
る
ん
で
す
。
私
の
時
は
応

募
が
８
６
４
人
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
最
初
の
書
類
で

２
０
０
人
位
に
な
り
、
一
次
試
験
、
筆
記
試
験
で
50
人

位
、
医
学
検
査
で
最
終
８
人
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
８

人
が
ア
メ
リ
カ
で
１
週
間
実
作
業
や
面
接
を
受
け
て
、

最
終
的
に
３
人
が
選
ば
れ
た
ん
で
す
」

　

長
く
厳
し
い
選
抜
を
経
て
、
晴
れ
て
宇
宙
飛
行
士
候

補
者
に
選
ば
れ
た
山
崎
さ
ん
だ
が
、
実
は
こ
の
後
が
大

変
だ
っ
た
と
言
う
。
２
０
０
３
年
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル「
コ
ロ
ン
ビ
ア
号
」
の
空
中
分
解
事
故
が
あ
り
、
い

つ
飛
べ
る
か
見
通
し
が
立
た
な
く
な
っ
た
の
だ
。

　
「
い
つ
宇
宙
に
行
け
る
か
分
か
ら
ず
、
悩
ん
だ
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
訓
練
自
体
は
楽
し
か
っ
た
の
で
、

で
き
る
だ
け
続
け
た
い
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で

し
た
。
と
に
か
く
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
と

思
い
、
ま
ず
２
０
０
４
年
ロ
シ
ア
の
宇
宙
飛
行
士
の
訓

練
地
で
あ
る『
星
の
街
』
に
行
っ
て
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙
船

の
運
航
技
術
者
（
フ
ラ
イ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
の
資
格
を

取
り
ま
し
た
」

　

宇
宙
に
行
け
る
確
証
は
な
か
っ
た
が
、
今
の
経
験
は

何
か
に
活
か
せ
る
と
信
じ
訓
練
を
続
け
た
山
崎
さ
ん
。

実
際
に
宇
宙
に
飛
び
立
っ
た
の
は
、
宇
宙
飛
行
士
候
補

者
と
な
っ
て
か
ら
11
年
後
。
宇
宙
に
は
行
け
て
も
行
け

な
く
て
も
良
し
と
自
分
の
中
で
腹
を
括
っ
た
こ
と
で
、

不
安
な
時
期
も
乗
り
切
れ
た
と
い
う
。

　

２
０
１
０
年
４
月
、
山
崎
さ
ん
は
６
名
の
外
国
人
ク

ル
ー
と
共
に
念
願
の
宇
宙
へ
旅
立
つ
。

　
「
離
陸
し
て
８
分
30
秒
。
窓
か
ら
地
球
が
真
上
に
見

え
た
ん
で
す
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
４
０
０
㎞
の
高

さ
に
来
た
は
ず
な
の
に
自
分
の
方
が
低
く
沈
ん
で
い
る

と
い
う
不
思
議
な
感
覚
で
し
た
。
昼
間
は
大
自
然
の
様

子
が
見
え
る
し
、
海
の
青
さ
や
大
地
の
色
合
い
、
雲
の

流
れ
も
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
く
。
夜
は
人
工
の
明
か
り

で
す
ね
。
文
明
の
営
み
と
い
う
か
、
人
の
力
が
感
じ
ら

れ
る
ん
で
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
美
し
く
、
地
球
が
本

当
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」

　

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
は
そ
こ
か
ら
３
日
か
け
て
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
か
っ
た
。

　
「
最
初
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
星
の
よ
う
な

点
に
し
か
見
え
な
い
ん
で
す
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は

窓
一
面
に
広
が
る
圧
巻
の
風
景
に
な
っ
て
い
く
ん
で
す
。

だ
ん
だ
ん
近
づ
く
と
、
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
が
キ
ラ
キ
ラ

光
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
だ
け

の
も
の
を
宇
宙
に
作
り
上
げ
た
ん
だ
な
あ
と
、
人
の
力

の
凄
さ
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
」

長
く
険
し
い
宇
宙
飛
行
士
へ
の
道
。

諦
め
な
い
心
で
苦
境
を
乗
り
切
る

宇
宙
で
見
る
地
球
の
美
し
さ
と

人
の
力
の
凄
さ
に
感
動
す
る
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広
げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
“Com

fortable zone

を
出
な
さ
い
”
と
い
う
言
葉

が
好
き
な
ん
で
す
。
居
心
地
の
良
い
場
所
に
居
続
け
る

と
成
長
は
鈍
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
を
あ
え
て
挑
戦
す
る
。

学
生
さ
ん
に
は
、
自
分
の
時
間
が
持
て
る
学
生
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
色
々
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
。
結
果

は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
学
ぶ
こ
と
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
世
界
に
出
る
と
、
自
分
の
世
界
が
い
か
に
狭
い
か

と
い
う
こ
と
を
ガ
ツ
ン
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
に
は
非
常

に
大
き
な
意
味
が
あ
る
ん
で
す
」

　

言
葉
で
は
説
明
で
き
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
体
験
の

連
続
だ
っ
た
が
、
感
動
ば
か
り
も
し
て
い
ら
れ
な
か
っ

た
。
15
日
間
と
い
う
短
い
滞
在
期
間
で
、
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
完
成
に
向
け
た
組
み
立
て
作
業
を
行
い
、
物
資

を
移
送
す
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
毎
日
が
本
当
に
慌
た
だ
し
く
駆
け
抜
け
た

と
山
崎
さ
ん
は
振
り
返
っ
た
。

　

文
化
も
背
景
も
違
う
様
々
な
国
の
人
と
一
緒
に
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
山
崎
さ
ん

に
伺
っ
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
大
切
で
す
。
宇

宙
空
間
の
よ
う
な
極
限
状
態
で
は
、
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
っ
た
ら
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
体
に
影

響
し
か
ね
ま
せ
ん
か
ら
」

　

目
的
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
の
結
束
が
強
ま

り
機
能
が
高
ま
っ
た
と
言
う
山
崎
さ
ん
。
ク
ル
ー
や
打

ち
上
げ
に
関
わ
っ
た
人
々
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
遂
行
と
い

う
共
通
の
目
的
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
比
較
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
目
標
に
向
か
っ
て
、
他
人
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
宇
宙
船
の
中
で
は
、
同
じ
釜
の

飯
を
食
う
と
い
い
ま
す
か
、
一
体
感
が
あ
り
ま
し
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
、
安
全
に
作
業
を
終
了
さ
せ

る
に
は
、
み
ん
な
で
1
つ
1
つ
こ
な
し
て
い
く
方
が
合

理
的
で
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
強

く
要
求
さ
れ
ま
す
。
ま
た
私
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ク
ル
ー
の
思
い
や
目
標
を
、
リ
ー
ダ
ー
が
う
ま
く
調
整

し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
互
い
に
相
手
を
思
い
や
る
こ
と

も
大
切
で
す
」

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
を
見
事
に
実
現
さ
せ
、
大
任

を
果
た
し
た
山
崎
さ
ん
に
、
宇
宙
へ
の
思
い
を
聞
い
て

み
た
。

　
「
宇
宙
に
出
て
、
改
め
て
地
球
は
広
大
な
宇
宙
の
中

の
１
つ
の
生
命
体
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て

無
限
で
は
な
い
と
。
そ
の
中
で
、
我
々
は
ど
う
生
き
て

い
く
か
。
人
類
が
発
展
で
き
る
よ
う
、
社
会
は
よ
り
成

熟
し
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
良
い
方
向
に
使
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
進
歩
を
、
据
野
の
広
い

国
立
大
学
が
支
え
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
す

ぐ
に
成
果
が
見
え
な
く
て
も
、
百
年
後
の
世
界
を
見
据

え
た
研
究
は
必
要
で
す
。
い
ず
れ
人
類
が
宇
宙
に
出
て

い
く
た
め
に
も
、
基
礎
研
究
、
宇
宙
開
発
に
投
資
で
き

る
社
会
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
」

　

現
在
、
内
閣
府
の
宇
宙
政
策
委
員
会
委
員
を
務
め
る

だ
け
で
な
く
、
大
学
で
教
育
研
究
に
も
携
わ
っ
て
い
る

山
崎
さ
ん
か
ら
、
国
立
大
学
や
未
来
を
担
う
学
生
に
向

け
た
メ
ッ
セ
―
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

　
「
国
立
大
学
に
は
多
く
の
人
材
・
分
野
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
日
本
の
底
力
を
支
え
続
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
で
す
か
ら
、
１
つ
の

大
学
だ
け
で
な
く
国
内
外
、
ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
で
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
と
提
携
で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
世
代
、

国
籍
を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
人
が
学
べ
る
よ
う
間
口
を
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互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

絆
を
強
め
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
に
導
く

居
心
地
の
良
い
場
所
か
ら
飛
び
出
し
、

世
界
で
挑
戦
し
て
ほ
し
い
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外
国
人
児
童
生
徒
へ
の

「
愛
教
大
方
式
」の
学
習
支
援

愛
知
教
育
大
学

も
に
、
国
際

化
に
対
応
で

き
る
教
員
と

し
て
の
資
質
を
養
う
機
会
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

2
0
1
4
年
度
か
ら
は
、
北
海
道

教
育
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
、
大
阪

教
育
大
学
と
の
連
携
事
業
の
中
で
、

同
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
各
大
学
の

持
つ
地
域
的
な
特
徴
と
蓄
積
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
優
秀
な
教
員
の
養
成

を
進
め
て
い
る
。

　

愛
知
教
育
大
学
で
は
、
2
0
0
5

年
度
に
外
国
人
児
童
生
徒
支
援
リ

ソ
ー
ス
ル
ー
ム
を
設
置
し
、
外
国
人

児
童
生
徒
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
の
互
恵

的
な
活
動
を
目
指
す「
愛
教
大
方
式
」

に
基
く
も
の
。
大
学
周
辺
４
市
の
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
学
生
を
小
中

学
校
に
派
遣
し
て
、
外
国
人
児
童
生

徒
の
日
本
語
学
習
支
援
と
教
科
学
習

支
援
活
動
を
行
う
。
学
生
に
と
っ
て

は
、
教
育
実
習
の
機
会
に
な
る
と
と

「
教
育
大
へ
行
っ
て
み
よ
う
！
」

地
域
の
子
供
た
ち
に
様
々
な
体
験
教
室
を
開
催

福
岡
教
育
大
学

　

福
岡
教
育
大
学
で
は
、
１
９
９
９

年
度
か
ら
毎
年

１０
月
に
、
地
域
の
子

供
に
大
学
の
施
設
を
開
放
し
、「
教

育
大
へ
行
っ
て
み
よ
う
！
（
サ
イ
エ

ン
ス
・
も
の
づ
く
り
・
音
楽
・
体
験
教

室
）」
を
開
催
し

て
い
る
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、「
科

学
」「
も
の
づ
く

り
」や「
音
楽
」な

ど
、
様
々
な
テ
ー

マ
を
も
と
に
実

験
や
実
習
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
科
学
や
音
楽
を

も
っ
と
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も

ら
い
、「
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
」の

達
成
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
。

　

２
０
１
４
年
度
は
、
大
学
独
自
の

企
画
に
加
え
、地
元
企
業
の
協
力
を

得
て
21
の
企
画
を
実
施
し
、
子
供

と
そ
の
家
族
合
わ
せ
て
約
１
２
０
０

名
が
参
加
し
た
。
毎
年
多
く
の
学
生

の
協
力
が
あ
り
、
教
職
を
志
す
学
生

に
と
っ
て
も
、
良
い
経
験
が
で
き
る

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

音
楽
教
室
で
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
に
挑
戦
。

乳
牛
の
生
産
性
向
上
と
健
康
維
持
の
た
め
の

「
無
線
式
ル
ー
メ
ン
p
H
セ
ン
サ
」を
開
発

岩
手
大
学

内
環
境
を
長
時
間
安
定
的
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
き
る
も
の
で
、
基
本
技
術

の
特
許
を
国
内
外
に
出
願
し
、
一
部

は
権
利
化
さ
れ
て
い
る
。
実
用
化
に

向
け
、
世
界
展
開
を
想
定
し
た
製
造

販
売
事
業
体
を
構
築
し
、国
内
の
大

学
、畜
産
試
験
場
、乳
製
品
メ
ー
カ
ー

な
ど
と
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

乳
牛
の
生
産
性
向
上
と
健
康
維
持

に
よ
る
、「
酪
農
業
の
振
興
」と「
食
の

安
全
確
保
」を
目
指
し
て
い
る
。

　

飼
料
の
改
善
や
育
種
改
良
な
ど

で
、
乳
牛
の
泌
乳
量
が
飛
躍
的
に

増
加
す
る
一
方
、
濃
厚
飼
料
の
多

給
な
ど
に
よ
る
消
化
器
障
害
な
ど

の
疾
病
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、岩
手
大
学
農
学
部
の
佐
藤
繁

教
授
が
、世
界
初
の「
無
線
式
ル
ー
メ

ン
p
H
セ
ン
サ
」に
よ
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
開
発

さ
れ
た
セ
ン
サ
は
、
生
体
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
、
牛
の
消
化
管

地域貢献活動の拠点として
期待される「室蘭工業大学
テクノアゴラ」

室蘭工業大学

　

室
蘭
工
業
大
学
は
新
た
な
地
域
貢

献
の
活
動
拠
点
と
し
て
、市
内
商
店

街
の
空
き
店
舗
に
「
室
蘭
工
業
大
学

テ
ク
ノ
ア
ゴ
ラ
」を
開
設
し
た
。
施

設
は
地
域
貢
献
活
動
を
具
体
的
に
行

う
場
や
、
学
生
が
自
主
的
に
地
域
に

出
て
活
動
を
行
う
場
と
し
て
活
用
さ

れ
る
。開
設
式
で
は
、
佐
藤
学
長
の

挨
拶
を
は
じ
め
、室
蘭
市
長
、輪
西

商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
な
ど
大
学
、

市
、地
元
商
店
街
関
係
者
な
ど
約
40

人
が
出
席
し
た
。

　

施
設
で
は
高
校
生
を
対
象
に
し
た

「
理
系
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
「
も
の
づ

く
り
体
験
教
室
」の
開
催
を
は
じ
め
、

地
域
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
後
押

し
す
る
よ
う
な
取
組
の
場
と
し
て
の

活
用
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

運
営
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

小グループに分かれ、
細やかに学習指導する。

テクノアゴラ開設式でのテープカットの様子。

長さ145mm、直径30mmの
pHセンサを経口投与する。

知
の
拠
点
で
あ
る
国
立
大
学
で
は
、

日
頃
の
教
育
・
研
究
の
成
果
を
様
々
な
形
で

地
域
や
社
会
に
還
元
し
て
い
る
。

今
号
で
は
、
体
験
教
育
や
学
習
支
援
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、各
大
学
独
自
の

取
組
を
紹
介
す
る
。



留学生と地域企業を繋ぐ
国際交流イベント
「埼大ワールドカップ」

埼玉大学

　

埼
玉
大
学
の
留
学
生
と
、海
外
進

出
し
て
い
る
企
業
と
の
交
流
促
進
を

目
的
に
、２
０
１
２
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会「
埼
大
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
」。
主
催
は
埼
玉
大
学

全
学
留
学
生
会
で
あ
る
が
、留
学
経

験
の
あ
る
日
本
人
学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
も
協
力
し
て
い
る
。

　

毎
回
、留
学
生
チ
ー
ム
、企
業
チ
ー

ム
を
合
わ
せ
１
０
０
名
以
上
が
参
加

し
、
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
る
。

試
合
後
は
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
留

学
生
、
企
業
、
日
本
人
学
生
す
べ
て

の
交
流
の
場
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ

る
。
大
会
の
模
様
は
マ
ス
コ
ミ
に
も

数
回
取
り
上
げ
ら
れ
、
参
加
し
た
企

業
か
ら
は
、「
留
学
生
に
自
社
を
知
っ

て
も
ら
う
い
い
機
会
。
社
員
に
は
こ

れ
を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
」と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
春
、東
京
藝
術
大
学

音
楽
学
部
４
号
館
の
改
修
が
完
了
し

た
。１
９
７
７
年
、地
上
４
階
、地
下

１
階
建
の
４
号
館
が
建
築
さ
れ
、１

階
中
央
の
第
６
ホ
ー
ル
は
、そ
れ
ま

で
の
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
に
代

わ
る
メ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と

し
て
、
学
内
の
演
奏
会
や
試
験
等
に

使
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
経
年
劣
化

と
と
も
に
地
階
の
練
習
音
が
ホ
ー
ル

に
漏
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。「
静

か
な
環
境
で
、
自
ら
の
音
を
聴
き
、

そ
れ
を
磨
く
場
」は
音
楽
教
育

の
根
幹
。
４
号
館
の
改
修
は
教

員
、
学
生
の
悲
願
で
あ
っ
た
。

　

第
６
ホ
ー
ル
は
、
天
井
部
分

が
森
の
木
々
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、

音
響
の
良
さ
と
遮
音
性
を
兼
ね

備
え
た
素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
新
生
第
６

ホ
ー
ル
と
奏
楽
堂
の
両
輪
が

揃
っ
た
こ
と
で
、
音
楽
学
部
の

教
育
研
究
の
さ
ら
な
る
発
信
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

音響の良さと遮音性を
兼ね備えたメイン
コンサートホールが竣工

東京藝術大学

体験学習を重視する
「科学・技術者の
発掘・養成講座」

鳴門教育大学

　

鳴
門
教
育
大
学
が
２
０
１
３
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る「
科
学
・
技
術
者

の
発
掘
・
養
成
講
座
」。理
数・
技
術
分

野
に
意
欲
と
才
能
を
持
つ
小
学
校
高

学
年
、中
学
生
を
公
募
し
、科
学
能

力
の
育
成
を
目
指
す
も
の
だ
。教
育

委
員
会
、学
校
教
員
、企
業
、徳
島
県

内
大
学
教
員
な
ど
と
連
携
し
、
２
年

間
３
段
階
の
コ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
る
。

　

２
０
１
４
年
度
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
コ
ー
ス
修
了
生
か
ら
選
抜
さ
れ
た

34
名
が
自
主
課
題
の
研
究
を
重
視
し

た
プ
レ
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
に
進
み
、

「
科
学
・
技
術
者
の
卵
」を
目
指
し
て

い
る
。
コ
ー
ス
の
総
括
と
し
て
実
施

し
た
１
泊
２
日
の
研
修
会
で
は
、
著

名
人
の
特
別
講
演
、
研
究
発
表
・
討

論
会
、
天
体
観
察
、
兵
庫
野
島
断
層

の
講
義
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
受
講
生

は
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
に
進
級
し
、
第

１
期
生
と
し
て
修
了
す
る
予
定
だ
。

　

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

で
は
、
毎
年
11
月
に
一
般
市
民
向
け

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し

て
い
る
。
大
学
の
施
設
や
研
究
室

を
開
放
し
て
、
研

究
内
容
や
魅
力
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
の
も
の
で
、

大
学
の
あ
る
生

駒
市
高
山
地
区
の

恒
例
行
事
「
高
山

サ
イ
エ
ン
ス
タ
ウ

ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ
る
。最
先
端
研
究
の

デ
モ
や
展
示
、
子
供
た
ち
が
体
験
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
数
用
意
さ
れ
、

科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

県
内
の
国
立
曽
爾
青
少
年
自
然
の
家

が
実
施
す
る「
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
レ
ー
シ

ア
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
来
日
し

た
マ
レ
ー
シ
ア
の
高
校
生
と
奈
良
県

内
の
高
校
生
も
参
加
。
マ
レ
ー
シ
ア

の
高
校
生
に
日
本
や
大
学
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
交
流

を
図
っ
て
い
る
。

地
域
の
人
々
に
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

PK戦でのゴール決定の瞬間。

大学院生の説明に
熱心に耳を傾ける。

簡易比色計を使って化学実験する
科学・技術者の卵たち。

木材が身体にも音にも優しい新生第6ホール。

12
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帯
広
畜
産
大
学
畜
産
学
部
獣
医
学
課

程
５
年
の
岩
澤
裕
介
さ
ん
は
、「
ト
ビ
タ

テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」
※

に
採
択
さ
れ
、

２
０
１
５
年
２
月
か
ら
２
ヶ
月
間
、
ケ
ニ

ア
共
和
国
の
ナ
イ
ロ
ビ
市
で
活
動
を
行
う
。

　

岩
澤
さ
ん
は
、
茨
城
大
学
理
学
部
に
在

学
中
１
年
間
休
学
し
て
旅
し
た
際
、
ナ
イ

ロ
ビ
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
こ
で
、
家
畜
診

療
や
孤
児
の
教
育
な
ど
幅
広
い
支
援
を

行
っ
て
い
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の
獣
医
師
・
神
戸

俊
平
さ
ん
に
出
会
う
。
神
戸
さ
ん
の
活
動

に
感
銘
を
受
け
、「
獣
医
の
仕
事
に
携

わ
り
た
い
」と
帯
広
畜
産
大
学
に
入

学
し
た
。

　

そ
の
後
、「
帯
広
ー

J
I
C
A
協
力

隊
連
携
事
業
」の
短
期
隊
員
と
し
て

南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
で
約
1
ヵ

月
間
、
酪
農
家
の
搾
乳
衛
生
調
査
を

行
い
、
衛
生
管
理
の
改
善
点
を
提
案

し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
岩
澤
さ
ん

は
「
正
確
な
知
識
が
な
い
と
理
解
さ

れ
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
調
査
し
た
酪
農
家
の
衛
生
管

理
に
改
善
が
見
ら
れ
た
と
報
告
を
受

け
、
嬉
し
く
大
き
な
自
信
に
な
り
ま

し
た
」と
語
る
。

　

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
デ
ザ
イ

ン
科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
２ 

年
の
北

村
有
希
子
さ
ん
は
、「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

J
A
P
A
N
」※ 

に
採
択
さ
れ
、
２
０
１
４

年
８
月
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
の

ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
市
の
会
社
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
、
ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
を
世
界
に

広
め
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト (S

anta 

C
ollection P

roject)

に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
に
在
籍

　

国
際
的
に
活
動
で
き
る
獣
医
師
を
目
指

し
て
い
る
岩
澤
さ
ん
は
、「
様
々
な
国
の
酪

農
を
見
た
い
と
思
い
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
応
募
し
ま
し
た
。
ナ
イ
ロ
ビ
で
、
家
畜

の
診
療
が
現
地
の
酪
農
家
の
生
活
を
支
え

て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
病
気

の
予
防
や
衛
生
管
理
を
ア
ド
バ
イ
ス
で
き

る
能
力
を
身
に
付
け
、
発
展
途
上
国
の
酪

農
家
を
支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
夢
を

語
っ
た
。
今
回
の
留
学
で
は
、
神
戸
さ
ん

に
同
行
し
、
酪
農
家
を
支
援
す
る
予
定
だ
。

し
な
が
ら
、
現
地
の
伝
統
文
化
を
活
か
し

た
新
製
品
開
発
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
通
し
て
、
実
践
的
な
産
学
連
携

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も
目
的
だ
。

　

千
葉
大
学
の
意
匠
形
態
学
研
究
室
に
所

属
す
る
北
村
さ
ん
は
、
伝
統
的
な
木
製
品

の
形
態
研
究
お
よ
び
再
現
制
作
を
通
し
、

先
人
の
知
恵
や
技
術
の
解
読
・
継
承
を
試
み

る
。
そ
し
て
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
木
工

技
術
に
長
け
、
デ
ザ
イ
ン
の
優
れ
た
国
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
興
味
を
持
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
「
千
葉
大
学
先
進
的
マ
ル
チ
キ
ャ
リ
ア
博

士
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
よ
っ
て
同
社

で
の
２
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ

て
お
り
、
今
回
は
３
度
目
と
な
る
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
継
続
で
き
た

の
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
留
学
を
全
面
的

に
支
援
し
て
く
れ
る
『
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

J
A
P
A
N
』の
お
陰
。
国
の
手
厚
い
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
取
り
組

め
て
い
ま
す
。
今
後
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

と
日
本
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
、

両
国
を
伝
統
的
な
技
術
と
製
品
を
通
し
て

繋
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
」

　

北
村
さ
ん
の
夢
は
、
着
実
に
実
現
し
つ

つ
あ
る
。

海
外
で
幅
広
い
支
援
の
で
き
る

獣
医
師
を
目
指
す

帯
広
畜
産
大
学
／
岩
澤
裕
介
さ
ん

夢
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
を

伝
統
的
な
技
術
と
製
品
を
通
し
て
繋
ぐ
こ
と

千
葉
大
学
／
北
村
有
希
子
さ
ん

パラグアイで搾乳現場を視察する岩澤さん（左から2番目）。

新製品の開発ミーティング中の北村さん（右）。
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京
都
大
学
に
設
置
さ
れ
た
「
地
球
環
境
学

舎
」は
、
地
球
環
境
問
題
を
解
決
す
る
国

際
的
で
高
度
な
実
務
者
と
研
究
者
の
養
成

を
目
指
す
大
学
院
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
研
修

を
行
っ
て
い
る
。
在
籍
者
の
修
士
課
程
１

年
の
松
尾
遼
さ
ん
は
、「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

J
A
P
A
N
」
※
に
採
択
さ
れ
、
４
ヶ
月
に

わ
た
っ
て
中
国
・
深
圳
市
で
イ
ン
タ
ー
ン
研

修
に
参
加
し
た
。

　

経
済
発
展
が
著
し
い
深
圳
市
で
は
、
水

質
汚
濁
な
ど
の
環
境
問
題
が
深
刻
で
、
下

水
処
理
場
の
水
質
汚
濁
防
止
に
関
す
る

様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

下
水
処
理
に
伴
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物
（
下

　

２
０
１
４
年
４
月
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦

共
和
国
科
学
技
術
省
と
交
流
協
定
を
締
結

し
た
宮
崎
大
学
。
こ
れ
を
機
に
学
生
間
の

交
流
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
、
工
学
研
究
科

淡
野
研
究
室
の
大
学
院
生
５
名
が
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
ヤ
ン
ゴ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
大
学
、

ヤ
ン
ゴ
ン
工
科
大
学
、
ヤ
タ
ナ
ボ
ン
技
術

大
学
の
３
大
学
を
訪
ね
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

学
生
と
実
験
や
会
食
す
る
な
ど
積
極
的
に

交
流
し
た
。

　

訪
問
先
の
大
学
で
は
、
工
学
部
の
紹
介

や
研
究
内
容
を
説
明
す
る
５
人
を
、
多
く

水
汚
泥
）
の
処
理
は
不
十
分
で
、
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。

　

松
尾
さ
ん
は
、
環
境
問
題
に
取
り
組
む

数
少
な
い
大
学
の
１
つ
で
あ
る
清
華
大
学

深
圳
研
究
生
院
の
協
力
を
得
て
、
下
水
処

理
場
の
調
査
を
実
施
。
下
水
・
汚
泥
試
料
等

を
定
期
的
に
採
取
し
、
清
華
大
学
の
実
験

室
で
分
析
し
た
。

　

今
後
、
科
学
的
側
面
だ
け
で
な
く
処
理

場
の
運
営
形
態
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
や

運
営
コ
ス
ト
な
ど
、
社
会
的
、
経
済
的
な

観
点
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
も
行
う
予
定

だ
。
日
本
の
現
状
と
比
較
し
、
新
た
な
水

環
境
の
改
善
対
策
、
下
水
汚
泥
の
適
正
処

分
・
有
効
利
用
を
提
案
・
発

信
す
る
こ
と
が
松
尾
さ
ん

の
目
標
で
あ
る
。

　

松
尾
さ
ん
は
「
こ
れ
ま

で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
現

地
の
学
生
と
情
報
交
換
し
、

お
互
い
に
刺
激
し
合
い
な

が
ら
、
新
し
い
価
値
観
を

学
ぶ
こ
と
も
、
イ
ン
タ
ー

ン
研
修
の
重
要
な
目
的
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
力
強

く
語
る
。

の
教
員
や
学
生
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ

た
。
特
に
ヤ
タ
ナ
ボ
ン
技
術
大
学
で
は
、

５
２
０
名
の
聴
講
者
の
前
で
説
明
す
る
機

会
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
現
地
メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
と
い

う
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

同
研
究
室
グ
ル
ー
プ
代
表
の
佐
田
誠
さ

ん
は
、「
大
学
間
の
交
流
を
継
続
す
る
に
は
、

教
員
や
学
生
の
交
流
に
取
り
組
ん
で
、
関

係
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
ん
で

す
」と
語
る
。

　

同
研
究
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
学
生
間
交
流
の
実
績

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
宮
崎
大
学
の
学
生

に
も
広
く
国
際
交
流
の
重
要
性
や
必
要

性
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
は
、
実
際

に
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
大
学
と
宮
崎

大
学
と
の
交
換

留
学
や
共
同
研

究
を
目
指
し
て
、

こ
の
活
動
を
続

け
た
い
と
、
ま

す
ま
す
意
欲
を

燃
や
す
。

国立大学では大学独自のユニークな授業が行われる一方、課外活動で全国
大会、世界大会で活躍する学生たちも大勢いる。ここでは授業や課外活動
に真剣に取り組む学生、グループの活動を紹介する。

プロジェクターを使い英語で研究発表する5人。

清
華
大
学
で
水
質
の
分
析
を
行
う
松
尾
さ
ん
。

中
国
の
水
環
境
改
善
と

汚
泥
の
有
効
利
用
を
提
案
す
る

京
都
大
学
／
松
尾 

遼
さ
ん

大
学
の
交
流
協
定
を
契
機
に
発
展
し
た

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
大
学
と
の
学
生
交
流

宮
崎
大
学
／
佐
田
誠
さ
ん
、神
之
田
秀
悟
さ
ん
、工
藤
涼
太
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　宮
田
清
也
さ
ん
、吉
村
遼
太
さ
ん

ミャンマーの学生たちと共同実験を行う様子。
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